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１.システム要件 

web 環境要求要件: 

 閲覧： 

 Browser 要件： Edge v86+, Firefox v82+, Chrome v86+, Safari v14+   

 Google Chrome, Firefox, MS Edge, Safari, 又は Opera の最新版推奨 

 Internet 接続推奨環境: 500+Kbps 

 Bookmark 登録： 

 Google Chrome 86+ 

モバイル環境要求要件: 

 IOS: 12.0+ 

 Android 6.0+ 

 最小画面解像度：1024x768 ピクセル以上推奨 

２. ログイン 

管理者画面(https://admin.myloft.xyz/)には、ユーザポータルにご利用いただいているものと同じ ID とパスワードでログイン

いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① メールアドレスを入力し、「Next」ボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② パスワードを入力し、「LOGIN」を押下します。 

 

https://admin.myloft.xyz/
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3. ダッシュボード(Dashboard)画面 

ログインすると、管理者画面のダッシュボードが表示されます。 

この画面では、現在のアクティブユーザ数や、よく使われているデバイスの種類を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 利用統計および利用分析(Reports 2.0) 

※新しいフォーマットでの利用統計および利用分析です。旧バージョンの”Reports”(左側のタブに”Legacy”のアイコンがついてい

る方)に代わるものとなります。 

 

MyLOFT Analytics 

 

基本的な操作: フィルター 

 

いつからいつまでの利用統計を取得するかを、ここで設定します（特定のユーザカテゴリやドメインに絞って統計を生成することもでき

ます）クリックすると以下のような画面表示になりますので、Time range と書かれた下の枠内を選択し、統計取得の時期範囲を

設定します。 
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最後に画面左下の APPLY FILTERS と書かれたボタンが青く点灯しますので、クリックするとご希望の日付範囲が設定されます。 

 

Download Reports (eResource, Title Level) 

ユーザによりダウンロード・保存された論文数をカウントします。Title Level Download Reports では、全体の利用記録のうち論

文の DOI が分かるもののみを集めたものとなります。このことによりジャーナルタイトル単位での統計が提供できるようになっております

が、全体的な利用数を把握されたい場合は、DOI が分からない論文の利用記録も含まれている eResource Download 

Reports をご確認ください。 

 

※下の画面は Title Level Reports のものとなります。 
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User Category Wise 

帯/棒グラフで、各ユーザカテゴリがどれくらい PDF のダウンロードや記事の保存を行ったかを表示します。 

 

下スクロールすると、各ユーザカテゴリの利用詳細が表の上で数値表示されます。 

 

① User Category Name- ユーザカテゴリ名が表示されます。 

② Users- 特定のユーザカテゴリ内でどれくらいの人数が利用したのかをこちらからお確かめいただけます。 

③ Sessions- 特定のユーザカテゴリ内で何回のセッションがカウントされたかをこちらからお確かめいただけます。 

④ PDF Downloaded/Saved- 論文 PDF のダウンロード数がカウントされます。 

⑤ HTML Saved- 保存機能を使って保存された論文の数がカウントされます 

⑥ Total- PDF のダウンロード数と保存された論文数の合計値がこちらに表示されます。 

 

Resource Wise (Title Level Download Reports) 

帯/棒グラフで、各ジャーナルタイトルでどれくらいの PDF ダウンロードや記事の保存を行われたかを表示します。 

※eResource Download Reports 上での”Resourcewise”では、Title Level Download Reports 上での Publisher 

Wise にあたり、ドメイン単位での統計を表示します。 

 

 

下スクロールすると、各ジャーナルタイトルの利用詳細が表の上で数値表示されます。 



 
 

                    

 

 

 

 

 

 

 7 /38                                                                      

 

 

① Biblio Title- ジャーナルタイトル名が表示されます。 

② Users- 特定のジャーナルタイトルがどれくらいの人数に利用されたのか、こちらからお確かめいただけます。 

③ Sessions- 特定のジャーナルタイトルで何回のセッションがカウントされたかをこちらからお確かめいただけます。 

④ PDF Downloaded/Saved- 論文 PDF のダウンロード数がカウントされます。 

⑤ HTML Saved- 保存機能を使って保存された論文の数がカウントされます 

⑥ Total- PDF のダウンロード数と保存された論文数の合計値がこちらに表示されます。 

 

Publisher Wise(Title Level Download Reports) *eResource Download Reports では”Resourcewise” 

帯/棒グラフで、各出版社サイト（ドメイン）でどれくらいの PDF ダウンロードや記事の保存を行われたかを表示します。 

 

下スクロールすると、各出版社サイト（ドメイン）の利用詳細が表の上で数値表示されます。 

 

 

① Publisher Name- 出版社名が表示されます。 

② Users- 特定の出版社サイトがどれくらいの人数に利用されたのか、こちらからお確かめいただけます。 

③ Sessions- 特定の出版社サイトで何回のセッションがカウントされたかをこちらからお確かめいただけます。 

④ PDF Downloaded/Saved- 論文 PDF のダウンロード数がカウントされます。 

⑤ HTML Saved- 保存機能を使って保存された論文の数がカウントされます 

⑥ Total- PDF のダウンロード数と保存された論文数の合計値がこちらに表示されます。 
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Daily 

折れ線グラフで、日ごとにどれくらいの PDF ダウンロードや記事の保存を行われたかの推移を表示します。 

 

下スクロールすると、各日付の利用詳細が表の上で数値表示されます。 

 

① Date- 日付が表示されます。 

② Users- 特定の日にどれくらいの人数に利用されたのか、こちらからお確かめいただけます。 

③ Sessions- 特定の日に何回のセッションがカウントされたかをこちらからお確かめいただけます。 

④ PDF Downloaded/Saved- 論文 PDF のダウンロード数がカウントされます。 

⑤ HTML Saved- 保存機能を使って保存された論文の数がカウントされます 

⑥ Total- PDF のダウンロード数と保存された論文数の合計値がこちらに表示されます。 

⑦  

Monthly 

折れ線グラフで、日ごとにどれくらいの PDF ダウンロードや記事の保存を行われたかを表示します。 

 

 

下スクロールすると、各月の利用詳細が表の上で数値表示されます。 
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① Month- 月が表示されます。 

② Users- 特定の月にどれくらいの人数に利用されたのか、こちらからお確かめいただけます。 

③ Sessions- 特定の月に何回のセッションがカウントされたかをこちらからお確かめいただけます。 

④ PDF Downloaded/Saved- 論文 PDF のダウンロード数がカウントされます。 

⑤ HTML Saved- 保存機能を使って保存された論文の数がカウントされます 

⑥ Total- PDF のダウンロード数と保存された論文数の合計値がこちらに表示されます。 

 

Data Usage Reports 

PDF ダウンロードや記事の保存以外で購読コンテンツを利用した際のデータ消費量を MiB 単位で表示する統計です。 

 

User category wise 

棒グラフで各ユーザカテゴリのデータ消費量を表示します。 

 

下スクロールすると、各ユーザカテゴリの利用詳細が表の上で数値表示されます。 

 

① User Category- ユーザカテゴリ名が表示されます。 

② Users- 特定のユーザカテゴリ内でどれくらいの人数に利用されたのか、こちらからお確かめいただけます。 

③ Sessions- 特定のユーザカテゴリ内で何回のセッションがカウントされたかをこちらからお確かめいただけます。 

④ Total Data Usage- データ消費量を表示します。 
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Resource wise 

棒グラフで各出版社サイト上（ドメイン）のデータ消費量を表示します。 

 

 

下スクロールすると、各出版社サイト（ドメイン）の利用詳細が表の上で数値表示されます。 

 

 

① Domain- 出版社サイトのドメイン名が表示されます。 

② Users- 特定の出版社サイト内でどれくらいの人数に利用されたのか、こちらからお確かめいただけます。 

③ Sessions- 特定の出版社サイト内で何回のセッションがカウントされたかをこちらからお確かめいただけます。 

④ Data Usage- データ消費量を表示します。 

 

Daily 

折れ線グラフで各日付のデータ消費量の推移を表示します。 

 

下スクロールすると、各日付の利用詳細が表の上で数値表示されます。 
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① Date- 日付が表示されます。 

② Users- 特定の日付にどれくらいの人数が利用したのか、こちらからお確かめいただけます。 

③ Sessions- 特定の日付に何回のセッションがカウントされたかをこちらからお確かめいただけます。 

④ Data Usage- データ消費量を表示します。 

 

Monthly 

折れ線グラフで各月のデータ消費量を表示します。 

 

 

下スクロールすると、各月の利用詳細が表の上で数値表示されます。 
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User Analytics Report（利用分析） 

 

Platformwise 

PC デバイス(WEB)とモバイルアプリ(MOBILE)の利用比率が表示されます。 

 

下スクロールすると、各デバイスの利用状況の詳細が表で示されます。 

 

 

① Main Platform- デバイスの種類が表示されます。 

② Users- 各デバイスでどれくらいの人数が利用したのか、こちらからお確かめいただけます。 

③ Sessions- 各デバイスで何回のセッションがカウントされたかをこちらからお確かめいただけます。 

 

User Category wise 

利用ユーザ数をセッション数のみに絞ったシンプルなユーザカテゴリ単位での統計を円グラフでご確認いただけます。 

 

 

下スクロールすると、各ユーザカテゴリの利用状況の詳細が表で示されます。 
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① User Category- ユーザカテゴリ名が表示されます。 

② Users- 特定のユーザカテゴリ内でどれくらいの人数が利用したのか、こちらからお確かめいただけます。 

③ Sessions- 特定のユーザカテゴリ内で何回のセッションがカウントされたかをこちらからお確かめいただけます。 

 

Daily 

折れ線グラフで、各日付の利用ユーザ数の推移を表示します。 

 

 

 

下スクロールすると、ユーザ数とセッション数のみに絞った日付単位でのシンプルな統計を表でご確認いただけます。 

 

① Date- 日付が表示されます。 

② Users- 特定の日付にどれくらいの人数が利用したのか、こちらからお確かめいただけます。 

③ Sessions- 特定の日付に何回のセッションがカウントされたかをこちらからお確かめいただけます。 

 

Monthly 

折れ線グラフで、各月の利用ユーザ数の推移を表示します。 
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下スクロールすると、ユーザ数とセッション数のみに絞った月単位でのシンプルな統計を表でご確認いただけます。 

 

① Month- 月が表示されます。 

② Users- 特定の月にどれくらいの人数が利用したのか、こちらからお確かめいただけます。 

③ Sessions- 特定の月に何回のセッションがカウントされたかをこちらからお確かめいただけます。 

 

Welcome Email Reports 

ユーザカテゴリごとに、ウェルカムメールがどれくらい開かれているのか、またどれくらいのユーザが一度以上ログインしているのかを確かめ

ることができます。 

 

 

下スクロールすると、各ユーザカテゴリのユーザログイン状況を表でご確認いただくことができます。 
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① User Category Name- ユーザカテゴリ名が表示されます。 

② Users- 特定のユーザカテゴリの人数をこちらからお確かめいただけます。（⑤と⑥の合計） 

③ Welcome Emails Sent by the System- ウェルカムメールが送信された回数が表示されます。 

④ Welcome Emails Opened Users- ウェルカムメールを開いたユーザ数が表示されます。 

⑤ Logged in Users- 一度でもログインしたユーザ数が表示されます。 

⑥ Never Logged In Users- 一度もログインしていないユーザ数が表示されます。 

⑦ Invalid Email Users- 送信されたメールが無効扱いになったユーザ数が表示されます。 

 

Search Analytics 

利用されている検索エンジンやディスカバリーサービスの割合および検索語の傾向を確かめることができます。 

 

Search Engines 

利用されている検索エンジンやディスカバリーサービスの割合を円グラフで表示します。 

 

下スクロールすると、各検索エンジン/ディスカバリーサービスの利用回数を表形式でご確認いただけます。 

 

 

① Search Engine- 検索エンジン/ディスカバリーサービス名が表示されます。 

② Users- 利用人数をこちらからお確かめいただけます。 

③ Count- 利用回数がこちらに表示されます。 
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Search Keyword 

検索されている語の回数とその割合が円グラフで表示されます。 

 

下スクロールすると、検索されている語句が表形式で表示されます。 

 

① Search Keyword- 検索語句が表示されます。 

② Users- 当該語句を検索した人数をこちらからお確かめいただけます。 

③ Count- 当該語句が検索された回数がこちらに表示されます。 

 

Library Recommended Link Click Analytics 

「図書館からのおすすめ」リンクがどれくらいクリックされているか、割合が円グラフで表示されます。 
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下スクロールすると、詳細が表形式で表示されます。 

 

① Link Title- おすすめリンク名が表示されます。 

② Users- 当該リンクをクリックした人数がこちらに表示されます。 

③ Count- 当該リンクがクリックされた回数がこちらに表示されます。 

 

eResource Section Click Analytics 

どのリソースタイプやタイトルが多くクリックされているかをお確かめいただけます。 

 

eResource Type Wise 

どのリソースタイプが多く利用されているか、円グラフで表示されます。 

 

下スクロールすると、表形式で表示されます。 

 

 

① ERerousce Type- リソースタイプ（DATABASE,LINK,EBOOK）が表示されます。 

② Users- 各リソースタイプのコンテンツを利用した人数がこちらに表示されます。 

③ Count- 各リソースタイプのコンテンツが利用された回数がこちらに表示されます。 
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eResource Title Wise 

登録コンテンツ(データベース、ジャーナルタイトル、電子書籍、図書館からのおすすめ)すべてで、利用の回数と割合が円グラフで表

示されます。 

 

下スクロールすると、表形式で表示されます。 

 

① ERerousce Title- リソース名が表示されます。 

② EResource Type- リソースタイプ（DATABASE,LINK,EBOOK）が表示されます。 

③ Users- 各コンテンツを利用した人数がこちらに表示されます。 

④ Count- 各コンテンツが利用された回数がこちらに表示されます。 

 

User Analytics 
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Data Usage Report – Userwise 

論文閲覧の際にどのユーザがどれくらいのデータを消費しているのか、棒グラフで表示します（PDF のダウンロードや論文保存時の利

用データ分は除く） 

 

 

下スクロールすると、表形式で表示されます。 

 

① Email Address- 各ユーザのメールアドレスが表示されます。 

② Sessions- 各ユーザのセッション数が表示されます。 

③ Users- 各ユーザの消費データ量が表示されます。 

 

eResource Download Reports – Userwise 

論文 PDF のダウンロードおよび保存が、どのユーザによりどれくらいの回数行われているのかを帯・棒グラフで表示します。 

 

下スクロールすると、表形式で確認できます。 
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① Email Address- 各ユーザのメールアドレスが表示されます。 

② Sessions- 各ユーザのセッション数が表示されます。 

③ PDF Downloaded/Saed- 論文 PDF のダウンロード回数が表示されます。 

④ HTML Saved- 論文の保存回数が表示されます。 

⑤ Total- ③と④の合計が表示されます。 

 

Trend Reports 

月ごとの利用状況を折れ線グラフで表示し、全体的な利用の推移を確認することができる機能です。 

 

  

① Monthly Trend Report User Activity- 月ごとのアクティブユーザ数推移が表示されます。 

② Monthly Trend Report Downloads- 月ごとの機関全体のダウンロード数推移が表示されます。 

 

画面左側のフィルターボタン（上図赤枠で囲まれた部分）をクリックすると、利用推移を確認する日付範囲を指定できます。 

デフォルトでは前月の 1 日から本日までの範囲が指定されています。※月始めの時点では前月の総利用量と比較すると利用が少

なくなるため、上図「前月との比較割合」のパーセンテージは必然的にマイナスになることをご留意ください。 

 

クリックすると下のような画面になります。Time Range の箇所をクリックし、時間を設定します。 
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RANGE TYPE を Custom に、START と END を Specific Date/Time に設定すると、好きな日付範囲を指定することができ

るのでおすすめです。カレンダーから日付を選択したら、Ok ボタンを押下しないと設定が反映されませんのでご注意ください。日付範

囲を設定したら、右下の APPLY ボタンをクリックします。 

 

 

APPLY FILTERS のボタンが青く点灯するので、押下します。 

しばらくすると、設定した期間での利用量の推移を確認することができるようになります。 
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5. e リソース(eResources) 

e リソースでは、データベース、ジャーナル、電子ブックの追加、削除などの管理作業を行うことができます。 

 

 

A. データベース 

 

① Add new- すでにマスターデータベースに登録されている中から、MyLOFT で利用したいものを追加します。 

② Request Database- MyLOFT で利用したいデータベースを Eclat にマスター登録依頼します。 

③ 状態タブ- どの状態のデータベースを表示させるか選択します。 

④ データベース一覧- 各データベースをクリックすると詳細が表示され、編集が可能です。 

⑤ 編集、削除ボタン- 登録内容の編集、削除をここで行います。  
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新しいデータベースの追加(Add new) 

追加したいデータベースを左のボックスから選択します。すると、右のボックスに追加されるデータベースが一覧表示されます。 

 

① 検索ボックス- 特定の語句をふくむデータベースを探す際に利用します。 

② +－ボタン- 追加したいデータベースの選択、解除を行います。 

 

次に紐づけるユーザカテゴリを選択します。（複数選択可能です。） 

左のボックスから選択すると、右のボックスに紐づけられるユーザカテゴリが一覧表示されます。 

 

① 検索ボックス- 特定の語句をふくむ e リソースグループを探す際に利用します。 

② +－ボタン- 追加したい e リソースグループの選択、解除を行います。 

 

また必要に応じて利用期限、ポータルへの表示有無を設定することが出来ます。 

 

① Expiry Date- 利用期限の設定を行います。 

② 表示有無設定- ユーザポータルに表示するかどうかを設定することができます。（非表示にしても利用は可能です。） 

 

最後に、画面右上の「Save」ボタンを押して追加・変更は完了です。 
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B. ジャーナル、電子ブック（共通操作） 

 

ジャーナル、電子ブックをひとつ登録する 

まず①でデータベース選択し、追加したいジャーナル・電子ブックを左のボックス②から選択します。すると、右のボックスに追加される

ジャーナル・電子ブックが一覧表示されます。 

 

① 検索ボックス- 特定の語句をふくむジャーナル・電子ブックを探す際に利用します。 

② +－ボタン- 追加したいジャーナル・電子ブックの選択、解除を行います。 

 

次に紐づけるユーザカテゴリを選択します。（複数選択可能です。） 

左のボックスから選択すると、右のボックスに紐づけられるユーザカテゴリが一覧表示されます。 

 

① 検索ボックス- 特定の語句をふくむ e リソースグループを探す際に利用します。 

② +－ボタン- 追加したい e リソースグループの選択、解除を行います。 

 

最後に、画面右上の「Save」ボタンを押して追加・変更は完了です。 
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複数のジャーナル・電子ブックをまとめて追加する(Bulk Import) 

 

① データベース- ジャーナル・電子ブックに紐づくデータベース名を選択、入力します。 

② 詳細入力欄- ③からダウンロードできる Excel のフォーマットに従って入力されたジャーナル・電子ブックの詳細を入力しま

す。（ジャーナルの場合 ISSN、電子ブックの場合 ISBN となります。） 

③ Download the sample file- 入力フォーマットをここからダウンロードします。ここに入力したデータをコピー&ペーストし

てデータを一括アップロードします。 

 

最後に、画面右上の「Save」ボタンを押して一括アップロードは完了です。 

 

6. e リソースグループ(eResource Groups) 

e リソースグループは、複数のデータベースを選びまとめたものです。 

この e リソースグループとユーザカテゴリを紐づけることにより、特定のユーザカテゴリに所属するユーザには特定のデータベースのみの

閲覧を許可する形でアクセスの制限を行うことができます。 

 

① Add new- 新規リソースグループを追加します。 

② 状態タブ- どの状態のグループを表示させるか選択します。（右の「Apply」ボタンを押下すると操作が適用されます。） 

③ e リソースグループ一覧- 各項目をクリックすると詳細が表示され、編集が可能です。 

④ 編集、削除ボタン- 登録内容の編集、削除をここで行います。  

 

新しい e リソースグループの追加(Add new) 

まず基本的な情報を入力します。 

 

① Title- 追加したい e リソースグループの名前を決めて、入力します。 

② Expiry Date(オプション)- 有効期限を設定します。設定しない場合は、空欄のままで問題ありません。 
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次に、作成する e リソースグループに紐づけるデータベースを選択します。（複数選択可能です。） 

左のボックスから選択すると、右のボックスに紐づけられるデータベースが一覧表示されます。 

 

 

① 検索ボックス- 特定の語句をふくむデータベースを探す際に利用します。 

② +－ボタン- 追加したいデータベースの選択、解除を行います。 

 

最後に、画面右上の「Save」ボタンを押して e リソースグループの追加は完了です。 

 

7. ユーザカテゴリ(User Categories) 

ユーザカテゴリ機能を使うと、学部や部署などのグループにユーザを振り分けることができます。 

これによってユーザカテゴリごとの統計取得が可能となり、また e リソースグループとの紐づけによってコンテンツへのアクセス制限を行う

ことができます。 

 

① Add new- 新規ユーザカテゴリをひとつ追加します。 

② Bulk import- 複数のユーザカテゴリをまとめてアップロードします。 

③ 状態タブ- どの状態のグループを表示させるか選択します。（右の「Apply」ボタンを押下すると操作が適用されます。） 

④ ユーザカテゴリ一覧- 各項目をクリックすると詳細が表示され、編集が可能です。 

⑤ 編集、削除ボタン- 登録内容の編集、削除をここで行います。  

 

 

 

 

 



 
 

                    

 

 

 

 

 

 

 27 /38                                                                      

 

新しいユーザカテゴリの追加(Add new) 

 

① Title- 追加したいユーザカテゴリの名前を決めて、入力します。 

② PDF limit(オプション)- PDF のダウンロード制限を入力します。 

③ Types- RESEARCHER, STAFF, OTHERS, FACULTY, STUDENT からひとつ選択します。 

④ Expiry Date(オプション)- 有効期限を設定します。設定しない場合は、空欄のままで問題ありません。 

 

次に、作成するユーザカテゴリに紐づける e リソースグループを選択します。（複数選択可能です。） 

左のボックスから選択すると、右のボックスに紐づけられる e リソースグループが一覧表示されます。 

 

① 検索ボックス- 特定の語句をふくむ e リソースグループを探す際に利用します。 

② +－ボタン- 追加したい e リソースグループの選択、解除を行います。 

 

最後に、画面右上の「Save」ボタンを押して e リソースグループの追加は完了です。 

 

 

複数のユーザカテゴリをまとめて追加(Bulk import) 

 

① 詳細入力欄- ②からダウンロードできる Excel のフォーマットに従って入力されたユーザカテゴリの詳細を入力します。 

② Download the sample file- 入力フォーマットをここからダウンロードします。ここに入力したデータをコピー&ペーストし

てデータを一括アップロードします。 

③  

最後に、画面右上の「Save」ボタンを押して一括アップロードは完了です。 
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8. ユーザ管理(User) 

Users では、ユーザの登録、削除などユーザの管理を行うことができます。 

デフォルトでは「Active Users」が選択されていますが、「Users Pending Approval」(認証待ちユーザ)、「Blocked Users」

（ブロックされたユーザ）、さらに「Rejected Users」（拒否されたユーザ）のタブからも、それぞれのステータスのユーザを確認、操

作することができます。 

 

 

Active User 画面の見方 

 

① Add new- 新規ユーザをひとつ追加します。 

② Bulk import- 複数のユーザをまとめてアップロードします。 

③ Execute ボタン- 左側のチェックボックスで選択された複数のユーザに対し、ブロックやウェルカムメールの送信などの操作

をいちどに行うことができます。 

④ ユーザ名- クリックすると詳細が表示されます。 

⑤ 編集、削除ボタン- 登録内容の編集、削除をここで行います。 

 

新しいユーザの追加(Add new) 

最初に、基本的な情報を入力します。 

 

① Full Name- 登録するユーザの名前をフルネームで入力します。 

② Email- 登録するユーザのメールアドレスを入力します（ログイン ID になります）。 

③ Expiry Date(オプション)- 必要に応じて、利用期限失効日を入力します。 

④ Should send welcome email?- ウェルカムメールの送信有無を Yes か No で選択します。 

 

次に、所属するユーザカテゴリを選択します。（複数選択可能です。） 

左のボックスから選択すると、右のボックスにユーザが所属することになるカテゴリが一覧表示されます。 
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① 検索ボックス- 特定の語句をふくむ e リソースグループを探す際に利用します。 

② +－ボタン- 追加したい e リソースグループの選択、解除を行います。 

 

最後に、画面右上の「Save」ボタンを押してユーザ登録は完了です。 

 

複数のユーザをまとめて登録(Bulk import) 

 

① 詳細入力欄- ②からダウンロードできる Excel のフォーマットに従って入力されたユーザの詳細を入力します。 

② Download the sample file- 入力フォーマットをここからダウンロードします。ここに入力したデータをコピー&ペーストし

てデータを一括アップロードします。 

③ ウェルカムメール送信有無チェック- 登録されるユーザのメールアドレスにウェルカムメールを送信したい場合はチェックしま

す。 

 

最後に、画面右上の「Save」ボタンを押して一括アップロードは完了です。 

9. お知らせ投稿(Announcement) 

お知らせ投稿では、ユーザポータル画面で表示されるお知らせを作成することが出来ます。 

 

① Add new- 新しくお知らせを投稿する際に、こちらのボタンをクリックします。 

② ID- 既に作成されたお知らせに付与された ID が表示されます。 

③ Title/Subject- 既に作成されたお知らせのタイトルが表示されます。 

④ Status- 作成されたお知らせの公開状況を確認できます。 

⑤ Created Date- お知らせが作成された日付です。 

⑥ Expiry Date- お知らせの公開期限が失効する日を確認できます。 
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Add new で、お知らせを追加します。 

 

① Recipient Information- お知らせ内容を公開する対象ユーザを選択します。 

→すべてのユーザ、ユーザカテゴリ、特定ユーザ、また外部のユーザの四つのオプションが用意されています。 

※外部ユーザにお知らせする際はメールを介したお知らせのみ行うことが可能で、アプリ経由でのお知らせは不可となりま

す。 

② Send via App Notifications および Send via Email- MyLOFT のポータルを開いた際にお知らせ内容を表示さ

せるか、メールでお知らせを送信するかをポッチで選択します。 

 

Send via App Notifications 

 

 

① Title- お知らせのタイトルを設定します 

② Short Description- お知らせの短い説明文を設定します。 
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③ Expiry Date- お知らせの公開が終わる日を設定します。 

※7 月 1 日に設定した場合、公開は 6 月 3０日までになります。 

④ Message- お知らせの内容を設定します。  

⑤ How would you like the…-お知らせをどのように表示させるかを選択します。以下のふたつのうち一つをお選びいただ

けます。 

・Flash Message dialog 

 

・Banner on Home Page/Screen 

 

⑥ Notification Image- お知らせ表示時の画像を選ぶことができます。 

Upload Image の箇所をクリックすると、独自の画像を設定することもできます。 

 

Send via Email 

 

① Subject: お知らせの件名を設定します。 

② Choose Template: 本文のテンプレートを選びます。 

※テンプレートは、②の Choose Template の箇所クリックし、Create a template と表示される箇所を選択すると以

下の画面が表示されますので、テンプレートのタイトルと本文を入力し、Save ボタンをクリックします。 

保存されたテンプレートをメールの本文として利用できますので、再度 Choose Template をクリックして本文に使うテン

プレートを選択してください。 
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10. Access Buddy 

Access Buddy 機能は、ユーザが特定のページにアクセスした際にポップアップを表示させることができる機能です。 

（機関購読されているコンテンツのページ以外にも設定いただけます） 
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画面左の Access Buddy のタブを選択し、Add new をクリックします。 
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① Recipient Information- Access Buddy によるポップアップを公開する対象ユーザを選択します。 

→すべてのユーザ、ユーザカテゴリ、特定ユーザ、また外部のユーザの四つのオプションが用意されています。 

② URL- ポップアップを表示させるページの URL を入力します。 

③ Title- ポップアップのタイトルを入力します。 

④ Message- ポップアップメッセージの本文を入力します。 

⑤ Start date- ポップアップの表示開始日を設定します。 

⑥ End date- ポップアップの表示終了日を設定します(例: 7 月１日に設定した場合、6 月 30 日 23:59 まで表示さ

れるようになります) 

 

設定が終わったら、右上の Publish ボタンをクリックして設定完了です。 

11. App Settings 

ロゴ、背景画像や、図書館からのおすすめリンクの設定などを行うことができます。 

 

1. Logo Image および Cover Image 

ロゴ→Logo Image, 背景画像→Cover Image となります。 

  

 

管理者画面の App Settings から、クリップのロゴをクリックしてデバイスに保存されている画像を選択します。 

※最大サイズはロゴが 50KB, 背景画像が 100KB となります。
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2. Recommended Links 

図書館からのおすすめページを設定することができます。 

※リンクリゾルバは MyLOFT 上でデータベースとして登録することができないため、こちらにご登録いただいております。 

 

 

管理者画面の App Settings から、＋ボタンをクリックしておすすめリンクを設定します。 

既に追加されたリンクの編集、削除を行う場合は、それぞれの右側にあるペンとゴミ箱のアイコンをクリックします。 

 

 

3. Signup Options 

 

① Should allow user signup?: 許可すると、下の画像のようにユーザから管理者にアカウントの発行依頼(サインアッ

プ)をできるようになります。 

※オンにすると、Allow usercategory selection という許可項目が表示されます。こちらをオンにすると、ユーザがサイ 

ンアップ時にユーザカテゴリの選択許可・不許可を選ぶことができます。 



 
 

                    

 

 

 

 

 

 

 36 /38                                                                      

 

 

② Should show signup instruction?: オンにすると、サインアップ時にメッセージを表示させることができ、またそのメッ

セージの内容をペンのボタンから編集することができます。 

※Should allow user signup と同時に許可することはできません。 

 

4. Search Engines 

MyLOFT のポータルにあるサーチボックスから使える検索エンジンやディスカバリーサービスを設定することができます。 
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5. Others 

 

① Should ask ID number?: オンにすると、アカウントを作成しようとしているユーザに所属番号を要求することができま

す。 

② Should show form submission?: オンにすると、ユーザが管理者に論文リクエストを送ることを許可することができ

ます。 

 

6. Proxy External Domains 

ご購読出版社サイト以外にも、MyLOFT のプロキシサーバを介してアクセスしたいサイトがある場合、そのドメインをこちらに登

録することで MyLOFT を経由したアクセスにすることができます。 

※Domain 欄にドメインを入力し、Enter キーを押すと下に追加され設定が完了します。 

 

 

7. Custom Query Reports 

こちらのレポートは課金により閲覧できる分析データとなります。詳細については弊社までお問い合わせください。 

 

8. Article Notifier 

オンにすると、各ユーザがお気に入りに登録しているジャーナルで新しい論文が発表された際にメールでの通知が送信される

ようになります。 

 

9. Reminder Email Configuration 

オンにすると、ウェルカムメールを開いていないユーザに対して送信後 7 日、15 日後、30 日後、45 日後、75 日後にリマ

インドのメールが送信されるようになります。 

 

10. Select Email Language 

メールの言語を設定します。日本語以外に英語、ロシア語、スペイン語の設定が可能です。 
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12. Admin Users 

管理者画面へのアクセス権限を許可するユーザを、こちらから追加します。 

 

① Add new- 新たに管理者ユーザを登録する際、こちらをクリックします。 

② Edit- 既に登録されている管理者情報を編集する場合、こちらをクリックします。 

 

Add new で管理者ユーザを追加する 

Add new ボタンを押下すると以下のような画面が表示され、指定された項目の入力を求められます。 

 

 

① Full Name- 管理者ユーザの姓名を入力します。 

② Email- 登録する管理者ユーザのメールアドレスを入力します。 

③ Role type- Admin（管理者）か Subadmin（副管理者）かを選択します。 

※Subadmin を選択すると、ユーザカテゴリを選択する画面が表示されます。 

④ 権限選択- どこまでの操作を許可するか、選択します。（View- 管理者画面へのアクセスのみ許可 Edit- 管理者画

面上の諸項目の編集は可能だが、削除は不可、Delete- 削除を含めた管理者画面上のすべての操作が可能） 

 

入力が終わったら、画面右上の Save ボタンを押下して管理者ユーザの登録は完了です。 

 

お問い合わせ先： 

iJapan 株式会社/iGroup Asia Pacific Ltd Japan 

〒120-0035 東京都足立区千住中居町 17-20 5F-21 

E-mail: info@igroupjapan.com TEL: 03-4400-6977 

mailto:info@igroupjapan.com

